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咽頭結膜熱ってどういう病気？

症状は、39度前後の発熱（数日
続く）、咽頭炎（喉の痛み、腫れ、
赤み）、結膜炎（目の充血、目や
に、涙）です。

感染者の咳やくしゃみによってウイル
スが広がり、他の人が吸い込んで感染す
る（飛沫感染）。

感染者が触れたもの
（タオルやドアノブなど）
を介して感染する（接触
感染）などです。

どうやってうつるの?

かからないようにする（予防）や治療は？
咽頭結膜熱にかかったら、特効薬はありません。日頃の生活で予防しましょう!

・手洗い・うがい:外出後やトイレの後、食事の前など、こまめに手洗い。
こまめな手洗い・うがいは感染予防の基本です。

・プールの利用時:プールからあがったら、しっかりシャワーを浴び
ましょう。

・タオル・食器の共有を避ける:接触感染の予防のため、感染者と
タオルや食器を共有しないようにしましょう。

症状は?

〈発症した場合は…〉
・吐き気や頭痛の強いとき、せきが激しいときは早めに医療機関に

相談しましょう。
・喉の痛みで水分が飲みにくいですが、脱水にならないよう、水分

補給をしっかりしましょう。
・安静にして、十分な休養を取りましょう。

咽頭結膜熱（プール熱）とは、プールを介して流行することがある、アデノウイルスという
ウイルスによる感染症です。6月ごろから徐々に流行しはじめ、7～8月にピークとなります。

発熱、咽頭炎（喉の痛み）、結膜炎（目の充血）が主な症状です。最近はプール利用におけ
る集団感染の報告は見られなくなっていますが、夏の時期は咽頭結膜熱に気をつけましょう!



『感染症対策・調査センターだより』は、名古屋市公式ウェブサイトで創刊号からご覧いただけま
す。「感染症対策・調査センター」で検索していただくか、右のＱＲコードをご利用ください。

「なごやのマダニ」はご覧になりましたか?

SFTS(重症熱性血小板減少症候群)をはじめとする、マダニ
媒介感染症の発生数が年々増加しています。死亡事例も報告さ
れているので、今までなじみがなかったという方もニュース等
で耳にする機会が増えているのではないでしょうか。

「マダニってどんな生き物?どこにいるの?」そんなことが
気になった方は、名古屋市衛生研究所の公衆衛生セミナー『なごやのマダニ』がおススメ
です。自然の野山を歩き回るマダニの映像など、見どころもいっぱい!キャンプなどのア
ウトドアではどのようなことを気を付けたらよいか、わかりやすくお話しています。
YouTube開催なので、いつでも視聴できます!皆さんもご覧になってみてはいかがでしょ
うか。

▶衛生研究所ホームページURL:https://www.city.nagoya.jp/kenkofukushi/page/0000124824.html

スズメバチの季節変動調査

スズメバチの分布調査

4月から11月に週１回スズメバチの生息調査（誘引トラップ法）を市内3地点（1地点あたり
２調査ポイント）で実施しました。1地点あたりの捕獲数をまとめたものが下の表です。

働きバチが増える8月から10月にかけて捕獲数が増加しています。この時期は巣が大きくな
る頃で、刺傷被害も発生しやすくなるので、注意が必要です。

     調査月

 種類

コガタスズメバチ 16.7 4.0 30.8 17.4 44.3 18.0 10.8 4.3

モンスズメバチ 4.3 3.8 6.5 36.0 109.0 105.0 18.2 0.8

ヒメスズメバチ 0.0 0.3 11.0 3.4 21.5 12.5 1.2 0.0

オオスズメバチ 7.7 8.8 12.5 23.6 106.5 170.5 99.4 39.8

その他 4.3 0.0 1.8 0.8 4.8 0.5 0.6 4.8

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

スズメバチ(働きバチ)の活動が最盛期
を迎える8月から9月の間の2週間、市内
12地点(1地点あたり2調査ポイント)に
誘引トラップを設置し、スズメバチ類の
分布を把握するための調査を行いまし
た。自然豊かな市東部ではオオスズメバ
チやモンスズメバチが多く、都市部(中
西部平地)ではコガタスズメバチが多い
傾向にあります。

誘引剤(発酵糖液)が
入っています。

ファネルトラップ

「なごやのマダニ」

(頭/地点)
(1地点あたり)


